20190101元旦礼拝　
現場の灯台(マタイ5：13-16)
　
あけましておめでとうございます。
皆、新しい年になりますと、今年1年間の抱負を語り、また、願いを込めて神社やどこかに行って、それをお願いしたりしています。また、夢はなんなのか、その夢を実現するためにどうすればいいのかプランを立てたりするのがいつものことでしょう。皆さんはどうですか。今年1年間、どのような夢を持って、どういうプランを立てていらっしゃるのでしょうか。あるいは、そういうことはなにも考えていませんという人もいるかもしれません。信者であれば、そちらのほうが正解です。なにも願いも夢などもプランも持っていない方々、よくやりました。クリスチャンは単に夢を持って、それを実現するためにプランを立てたりする存在ではありません。だから、元旦のときに教会に集まり、このように礼拝を捧げているわけです。神様のみことばの中から、神様のみことばに従って今年1年間、どのように祝福されるか、どういう夢が与えられているのか、だから、なにを期待して、なにを祈るべきなのかということを自分で絞り出して考えるものではなくて、みことばを通してそれを頂いて確認するものなのです。ですから、今日、元旦のときにいろいろなことがあるでしょうけれども、礼拝に来られた皆さんは正解です。そして、皆さんひとりひとりが祝福された存在だという裏返しでもあるということを覚えていただきたいと思います。
2019年新しい年を迎えてスタートしますが、信者は神様のみことばによって、もうすでに出されている結論からスタートするわけです。だから、まず今年1年間、神様がどのように私のことを、また、私たちのことを祝福されるのかということを考えるためには、みことばによる結論をしっかりと思い出して、また、整理してその上に立たないといけません。聖書66巻、分厚い、また、長い歴史を通して書かれたこの神のみことばの結論は何でしょうか。それは信者である私は、イエス様によって幸せな者なのだ。これがまず結論なのです。先生、年は変わりましたが、事情はなにも変わっていません。なにが、どこが幸せなのでしょうか。そのような疑問を抱く方もいらっしゃるかもしれません。ダビデは、死の影の谷を歩きながらも、それと私の幸せとは関係ない。主は私の牧場の羊飼いであり、私に乏しいことはありません。幸せですと言いました。そのような幸せなのです。条件、状況、環境によって左右される幸せではありません。まず、幸せがなんなのかを、その定義を取り替えなければいけません。私はどんな過去があろうが、いまどんな事情があろうが、イエス様のゆえに僕は、私は幸せなのです。ペテロがイエス様に、「主は生ける神の御子キリストです」と告白したときに、ペテロは無学な人、社会で一番下っ端をくぐっている身分、性格的にも短気であまり好かれない性格、今現在のファッションはボロボロで汚れまくっている状態でした。いままでの基準から見ると幸せとは程遠いペテロに向かってイエス様は即座に「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです」とおっしゃいました。パウロは刑務所の中に入れられていて、刑務所からいつ出られるのかもわからないし、そのまま死刑になるかもしれない状況の中で、このように告白しています。「天にある霊的なすべての祝福をいただいて、私は幸せな者です」。なにが幸せなのでしょうか。人間は、神様がともにおられること、そこに幸せがあり、そうでない限りは、金持ちでも、学識のあるものでも幸せではありません。世界中の人がその人を好きになって人気があるとしても幸せではありません。それが人間なのです。犬や豚のような獣ではないのですから。みことばの結論をしっかり握って、私はイエス様のゆえに幸せな者なのです。

それをパウロはこのようにまとめています。先週、礼拝のときにも申し上げましたように、どのように幸せなのかと言いますと、ローマ8：30、もうすでにすべての問題は終わり、のろいの人生が過ぎ去った義と認められ、それに終わらずに栄光に富んだものになり、イエス様の栄光が私に臨まれるようになった。そして、この幸せと祝福は、どんな被造物も奪い取ることができないようにしてあるし、危険、剣、死、苦痛、どんな試練があっても圧倒的に勝利できる祝福であるし、それどころかすべてを働かせて益となるように、ピリピ1：21には、死ぬことさえ益となる、そういう祝福なのです。そのように幸せな者なのです。なにが問題でしょうか。旦那さんが問題でしょうか。健康が問題でしょうか。成績が悪いのが問題でしょうか。政治が問題でしょうか。そういったすべてが一切問題にならない幸せな者なのです。それが天にある霊的祝福なのです。世の中で言われているちっぽけなものによる幸せ云々に惑わされることはないようにしましょう。僕は、私は、イエス様のゆえにいまも後も永遠に変わることなく幸せな者なのです。しかし、残念ながら、この世はイエス様がなくて不幸なところなのです。先進国も途上国も金持ちも貧乏もいろいろな人間が世の中に存在しています。しかし、そのような違いはまったく関係ありません。この世はイエス様がないがゆえに不幸なのです。独裁のもとで不幸なのではなくて、災害があるから不幸ではなくて、イエス様がいらっしゃらないがゆえに不幸なのです。世の中の人々は、どんなにもがいて暴れていても抜け出すことができない罪にとらわれているからです。どれほど恐ろしいものなのかというと、罪のない神様ご自身であるイエス様が、自ら十字架でいのちをささげなければ解決不可能なくらい大変な恐ろしい問題、それが罪なのです。だれがなんでしょうか。すべての人が罪を犯したのです。昔の人もいまも。今日、みちる君が初めて礼拝に来ましたが、信者の両親を通して生まれて契約の子どもなのですが、私たちが忘れてはいけないのは、いま生まれたばかりの赤ちゃんでも、すべての人の中に入っているわけです。それほど恐ろしい問題です。だから、どんなに暴れても幸せとは縁のない人生を送るしかないのに、この事実を知らないがゆえに、偽りの父であるサタンが作り上げた偽物の幸せを求めて一生さまよい続けるところがこの世です。そして、サタンが作り上げた偽物の幸せにだまされて、そこに溺れてアップアップしているところがこの世です。ですから、金持ちなのか貧乏なのか、家庭が安定しているのかそうでないかなどと関係なく、まことの幸せとまことの安らぎは絶対ありえません。結局、隠しているだけであって、霊的な苦しみ、精神的な苦しみ、肉体的な苦しみ、人生そのものが苦しみになるしかないわけです。ただ皆、違うなにかで包装して生きているだけなのです。これがみことばの結論です。ジョン・バニヤンが書きました。『天路歴程』という本のテーマも、聖書を繰り返し読んで、そこから絞り出した結論なのです。この世はしばらくして滅びる町なのだと。これは厭世主義ではありません。霊的な事実なのです。人工知能が開発されコンピュータが進んでいるの、そうではないかのように皆勘違いしているだけであって、アダムのときからいまに至るまで、そして、地球が終わるまでそれは変わることはありません。この世はイエス様がいらっしゃらないがゆえに不幸なところです。そして、その不幸は抜け出すことができないところなのです。

みことばの結論なのです。つまり、先に救われた信者である自分は、この世の光として遣わされている者です。これが結論です。皆さんがそう思っているのかどうか関係なく、神様の恵みによってイエス・キリストを信じて受け入れた信者であれば、だれひとり例外なくこの不幸にとらわれて、暗やみにとらわれてどうしようもないこの世に光として遣わされている最高の祝福の存在です。今日の聖書の箇所でイエス様が、イエス様の公生涯のスタートの時点でおっしゃいました。だいぶ時間が流れて訓練を経て、それからおっしゃったことではありません。右も左もよく分かっていない弟子たちの前で、あなたがたは世の塩、世界の光なのだと、乞食みたいな人を集めておっしゃいました。これが聖書の結論です。イエス様が最後の晩餐の祈りのときも、このように祈っていらっしゃいます。ヨハネ17：18。父がわたしをこの世に遣わしたように、イエスがいらっしゃらないがゆえに抜けられない不幸、暗やみにとらわれてだまされているこの世を助けるために、父がわたしを世に遣わしたように、わたしも彼らを世に遣わしますと。これが聖書のみことばの結論なのです。つまり、信者である皆さんは、たまたま偶然ということはありません。聖なる理由のある存在です。聖なるというのは、そこら中にある人々が持っている理由とは違う理由です。次元がまったく違う理由です。なにを食べるか飲むか、どうすれば幸せになれるか、どうせれば暖かい家庭を作れるか、どうすれば出世できるかというような理由ではなくて、聖なる理由のあるものなのです。だれがでしょうか。2019年、元旦礼拝を捧げている信者である皆さんのことなのです。世の光としての理由があっていま生かされているし、そして、遣わされているということです。ですから、聖書の結論は、信者というものはどこの現場にいてもそこに遣わされているもので、だから、階級や肩書や実力などと関係なく、その現場の主人公なのです。つまり、その信者を中心に現場のすべてを動かすようになります。社長を中心にではありません。でも、いままでの経験では、そのように言えないのですが…とほとんど人が思うでしょう。なぜかというと、この結論がしっかり自分のものになっていないからです。信じればいいのです。もうすでに出されている結論なので。2019年、なにをどうすればいいのか、あるいは不安でしょうがない、そういうことは私たちとは関係ありません。みことばに耳を傾けて、まず、すでに出されているみことばの結論に立って、そこからスタートしましょう。

そうすると、私たちはこのように決心するようになります。これが2019年です。信者である私たちはみことばに従って夢を見、みことばに従って決心します。どのような夢、どのような決心なのでしょうか。だからこそ自分は、自分の現場において灯台として立つのだということです。灯台はなんでしょう。船が海を航海しているときに道に迷ったり、暗くなって大変な状況になったときに、灯台から放たれるその光を皆が見て、安全なところに導かれて助かるようになるという役割です。灯台はとてもとてもありがたいものだし、なくてはいけないものです。迷っている船にとっては。皆さんが2019年、世の光、現場の光として遣わされているのですが、それは抽象的な話ではないということが灯台なのです。抽象的な概念的なあいまいな話ではありません。2019年は世の光という存在が具体化されて、私は現場の灯台としてしっかり立つのだと決心することです。どのようにすればそうなれるのでしょうか。灯台として立つというのはどういうことなのでしょうか。難しい言葉でそれをシステムと言いますが、それはさておき、灯台として立つというのはなにもしなくてもいいのです。難しいことではありません。皆さんの存在がもはや世の光として遣わされているものなので、だから、灯台として立つというのは現場において自分が灯台として立っているのだという意識を持つことなのです。意識することです。ほとんど学校に行ったり職場に行ったり地域で買い物に行ったりしながら、いろいろな人とコミュニケーションを取りながら、クリスチャンなのにみことばの結論に立っていないので意識がないのです。自分は現場の光として遣わされているので、これからここで灯台になる。私はここの灯台としていま立っているのだということを意識してください。できるかできないかは関係ありません。条件、状況、環境とは一切関係ありません。それが聖書の証拠ではないでしょうか。なぜ灯台になれるか、その理由は、条件は一つしかありません。本当の光であるイエス様がいま私の中にともにおられるからです。一番末端の社員でも成績が悪い人間でも一切関係ありません。光であるイエスが自分の中にいらっしゃるからです。どのように意識すればいいのか、それを手伝うために教会があるわけです。皆さん、現場に行く前に、家を出るときに、あるいは、忘れた場合には現場に着いたとき、一番最初に、慣れないときには忘れることもあるでしょうけれども、意識して聖餐の告白と信仰の宣言を黙想してみてください。それが意識することなのです。だから、それが習慣になればもう成功です。わざと意識して自分の意識の中にそれを思い起こすこと、それが楽しみになり喜びになれば、その人はだれも止められないものすごいパワーの主人公になります。だから、灯台としての役割は難しくありません。神様がすでにそのように立てていらっしゃるので意識が大切なのです。意識するように意識しましょう。
それから、光を放つというのはなにかをやることではなくて、そこの現場でその意識を持って普段やっていること、そのままやってください。友だちと遊んだり勉強したり。意識です。そして、まず、自分の中でその光が輝くように、自分で光の祝福を味わうことなのです。自分の中で光が輝くようにならないと光を放つというのは無理ではないでしょうか。灯台はそういうものなのです。光がないのにどうやって放つのでしょうか。あるのにそれを味わうことがなければ。今日の聖書の言葉によりますと、あなた方の良い行いというのは親切に、まじめにという以前に、他所の人にはないあなたがたにはある光を豊かに味わい、その結果、現れることを良い行いと言います。だから、無理せずに、すでに皆さんに与えられているイエス様の光を存分に味わうことを決心しましょう。これが2019年です。その祝福をとにかく思い出して味わっていってください。現場で1回でもこの光を味わうための祈りの時を持つようになれば一番幸いなのですが、とにかく現場でなくても1日1回以上はこの光の祝福の中にのめり込んでいく時を持つようにしましょう。できるかできないかなどなにも気にせずに、豊かに味わい光あふれるようになりましょう。そうすると、先週の2部で申し上げましたようにこのようになります。なにも恐れずに、なにも羨むことなく、なにも問題にせずに、どういうことにも引っかかることのないようなものになります。それが良い行いとして現れるわけです。残るのは、イエス様の心構えを持って愛の戒めを実践すること以外になにもありません。そうなるのです。お互いに喧嘩せずに譲って負けてあげたりというようになります。彼らにない光が私にある、それを味わっているから。また、彼が正しいか正しくないかではなくて、光が照らされないといけない対象なので我慢して待つわけです。さばかずに。神様の時刻表を待つわけです。待つ間に譲って親切にしてというようになるしかないでしょう。見る目が違います。ただ悪い人、優しい人ではなくて、神の救いの対象なのです。イエス・キリストがその人のために十字架で血を流された、その対象なのです。ですから、まず伝道しようとかではなくて、現場の主人公、灯台である意識を持ちつつ、その祝福をまず味わい、自分の中で輝くようにしましょう。周りから見ると分かります。世の中にはない余裕というものがありますので。世の法則では計り知れない行動が現れるようになりますので。絶対、世の中では利害関係において負けません。譲ることはありません。でも、信者は負けるのです。こちらが正しくても謝るのです。光を豊かに味わうと、まるで罪人のために罪のないイエス・キリストが十字架で犠牲になったように。これが光を味わうことなのです。

そうしながら一つだけでいいです。必ずこの現場で神様がわざをなされと期待して待つことです。期待がないのです。どういう神のわざなのかというと、2019年は皆さんの現場において意識を持ちつつ、まず自分で光を味わい、自分の中で光が輝くようになったときに、どういう現象が起こるかと言いますと、いままでにない信者の胸に、あの人はイエス様を信じないといけないのに、あの人には福音が必要なのだねという人が見えてくるようになります。そうなることを期待して待ちましょう。そうすると、その人のために祈るようになるでしょう。もちろん皆のために祈らないといけません。ただこのように灯台として立って味わっていると、実際に、あの人はキリストがないからだめなのに余計なことをしているのだねと見えてくるときがあります。それを期待しましょう。その時を待ちましょう。それによる祈りが始まる時まで、期待とともに待ちましょう。
もう一つは、そのうちその人もそうだし、予想もしていなかった人の場合もありますし、自分の方に来てその人の悩みを打ち明ける人が起こされるようになります。それを期待して待ちましょう。いまはないかもしれません。期待して待ちましょう。この2つです。

2019年、皆さんの現場において自分の目に、あの人は福音でないといけないのに、イエス様でないといけないのになにやっているのだろう、大変だろうなと思って、それですぐ伝えられるかどうかは別の話です。本当の祈りが始まります。そのうち皆さんに声をかけてきて、悩みを打ち明ける人が起こされます。こういう現象をイメージしながら祈りつつ期待をして待ちましょう。そのときに皆さんがその人に正しくイエス様のお話ができるようになればお話をしてあげればいいです。しかし、そうでない場合、思いはあるのですが、なかなか言葉でそれをまとめてお話をするのが難しいという人は、いまからそういうような答えが来たときに教会のだれに連絡をして手伝ってもらうかというのを決めておいてください。教会にはそのように正しくお話ができる方々がいらっしゃいます。別に私がやらなくちゃという余計なプライドを立てたりしないでください。それによってメッセンジャーとそこの班長さんとでできるものがタラッパンというものなのです。自分でお話するつもりなのに、教会で語っているような内容ではなくて、どこか道を外れるようなことばかりしている人は、これから訓練を期待しつつ、だれかに手伝ってもらうようにいまから決めておいて、こういう答えが必ず来ますので、そうすると連絡をとって来てもらったり、連れて行ったりしてください。そのようにしていきたいと思います。これが簡単な話のように思われて、小さな話のように思われるかもしれませんけれども、これこそが2019年、レムナント教会の信徒の皆さんに神様が備えていらっしゃる祝福なのです。それを中心にして皆さんの勉強やすべてのことにおいて神様の導きがあるわけです。だから、無駄な戦いはせずに、現場の灯台という契約を握って、現場の伝道者という抽象的な概念ではなく、具体的な意識を毎日持ってください。だれかと会うときにもその意識を持って、お話をするかしないかは別のことです。意識を持って、まず自分の中で光が輝くようにしましょう。だから、礼拝を大事にしないといけないわけです。輝くように。そうすると、病気も不治の病も治ります。約束します。みことばが自分のものになって、みことばによって福音が本当に自分の胸に刻まれるときにどんな病気でも治ります。それをサタンが邪魔しているのです。皆さんは、ある意味、自分の問題で悩みアップアップする次元を超えて幸いな者なのです。現場の主人公として遣わされています。この結論からスタートしましょう。それが本当であれば、2019年はいままでの古いものを捨てて、できるできないという枠を全部捨てて現場の灯台として立つのだという決心とともにスタートして、その成就、祝福を存分に体験する1年となることを祈りたいと思います。

（祈り）
愛する天の父なる神様。2019年、神様は私たちにみことばをもってスタートさせてくださりありがとうございます。なにより結論をしっかり確認して、その上に立って、だからこそ現場の灯台としての意識を持って、プライドを持って期待しつつそれを楽しみに待つことができる、それを味わうことができる1年となるように聖霊様が導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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